
サクランボ等の果樹には、玉太り・着色向上
・糖度アップを目的に根雪前または融雪時に
雪上に散布します。

ニンニクには、大玉化を目的に植付け前に畑全
面に鋤き込みます。

苺・トマト・きゅうり・なす等は、初期生育増進を目的に植付けに時植え穴処理するか株元に軽く
鋤き込みます。（マルチ栽培の場合は灌水チューブに沿って左右 10～20cm幅で畝上に散布する
だけで鋤き込みは不要。）

アスパラガスは、苗の生長促進を目的に植付け時に植え穴処理します。成株に対しては雪のある
ところでは根雪前に表土に作条散布するか、融雪時に作条に雪上散布します。（雪のないところで
は 2～3月に株元へ軽く鋤き込みます。）
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●過剰施用すると生育を抑制することがあるので、ご注意下さい。

●ほとんどの肥料・農薬と混合可。

●ウエット粒剤は乾くと効果が失われるため、処理後は素早く鋤き込んで下さい。潅水チューブに沿って
　処理し、マルチ掛けのところであれば常時水が掛かるため鋤き込む必要はありません。


